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★ＪＡ埼玉ひびきのSDGｓ取組決議
　ＪＡ埼玉ひびきのは、令和３年３月の理事会で「持続
可能な食料の生産と地域農業の振興、農を中心とした豊
かな地域づくり」に向けて独自のSDGｓ取組決議を行
いました。
　今後もＪＡグループ組織を通じて積極的な働きかけを
行ってまいります。
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「笑味（えみ）ちゃん」
ＪＡグループでは、国産農畜産物の使用・購入
を推進する「みんなのよい食プロジェクト」に
取り組んでいます。

　本庄市児玉町在住の谷口謙弥さん（写真㊨）・雄彬さん（写真㊧）
ご兄弟は祖父の代から黒毛和牛の肥育を営んでいる㈱塚田牧場の長
男と次男です。元々は家業を継ぐことにあまり乗り気ではなかった
というお二人ですが、学業の合間に手伝いをする内に自然と経営に
も関わるようになりました。
　兄・謙弥さんは早くから子牛の買い付けを任されるようになり、
全国の子牛市場を回って、ベテランの同業者に混じってセリに参加
します。質の良い子牛の見極めは非常に重要な仕事のためプレッ
シャーは大きいけれど、ご自身で買い付けた子牛を立派に育て上げ
ることが出来た時に得られる達成感は大きいそうです。
　弟の雄彬さんはえさやりや掃除などの牛の身の回りのお世話を主
に担当しており、牛の成長を感じられることが日々のやりがいと
なっています。
　2025年11月には謙弥さんが買い付けから肥育まで行った牛が和
牛らしい肉質の高さを評価され、埼玉県牛枝肉共進会において最優
秀賞を受賞しました。
　今後の抱負について伺うと謙弥さんは「継続して賞をもらえるよ
うに、良質な肉牛を育てていきたいです」と、雄彬さんは「牛が安
心できる環境を
維持するために、
日々同じ仕事を繰
り返すことを大切
にしています。い
ずれは兄に負けな
い立派な牛を自分
で育てたいです」
とお話ししてくだ
さいました。

協力して家業を支えるとても仲の良いご兄弟です

受賞した際の賞状と記念品を掲げるお二人

～兄弟で畜産業を担う～
児玉町児玉

谷
たに

口
ぐち

　雄
おと

彬
あき

さん（21）㊧　謙
かな

弥
や

さん（24）㊨
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♦埼玉ひびきの結うYouツアー 那須高原と日光を巡る旅♦

　組合員と地域住民の皆様にＪＡをより身近に感じていただくことを目的とした「埼玉ひびきの結うYouツ
アー」が昨年に引き続き開催されました。参加者は21日と22日に地区ごとのグループに分かれて出発。１
日目は「お菓子の城那須ハートランド」や「田川啓二美術館」、「南ヶ丘牧場」などを訪れました。２日目は

「ろばたづけ鬼怒川店」や「日光おかき工房」などを巡った後に、日光山輪王寺で世界遺産登録25周年を記
念して実施された「天海大僧正」の等身大坐像の初開帳を見学しました。
　大寒波が訪れた中での開催となり、途中で雪が降るなどもしましたが参加者の皆様は２日間の旅を満喫し
ました。

田川啓二美術館を訪れた一行

25周年を迎えた日光山輪王寺を見学しました

雪に見舞われましたが、とても楽しい旅行でした
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　１月10日、本庄あおぞら館直売所でマグロの解体
ショーが開催されました。ＪＡ共済連の地域・農業活
性化積立金を活用した取り組みで、ＪＡ管内では昨年
のアグリパーク上里直売所に続き、２度目の開催とな
ります。
　当日はイベント３日前に水揚げされた体重約80キ
ロの本マグロが直売所を訪れた来店者の目の前で業者
によって解体されました。捌かれたマグロは寿司や刺
身にして来店者に振舞われた他、カマなどの希少部位
を景品としたジャ
ンケン大会も行わ
れました。
　脂の乗った新鮮
なマグロは大好評
で、イベントは大
いに盛り上がりま
した。

白熱のジャンケン大会 おいしいマグロは大好評でした！

あおぞら館生産者部会の岡芹部会長（写真㊨）による入刀式

 迫力の解体ショー

あおぞら館直売所で
　マグロ解体ショーを
　　　開催しました！

　2026年の１月にこだま館直売所のユキちゃんとメイ
ちゃんが２周年を迎えました。直売所にやって来た時は
生後約２ヶ月だった２頭も、同直売所の生産者を中心と
した関係者のお世話のおかげですっかり大きく成長しま
した。子どもたちを中心に大人気で、来店者に販売して
いる２頭へのエサは、販売個数が累計で1800食（2025
年12月時点）に到達。昨年の１月には市のイベントに
出張するなど同直売所のマスコットとして定着してい

ます。２頭の様
子は同直売所の
インスタグラ
ム（こだま館で
検索）でもご覧
いただけますが、
ぜひ１度会いに
来てください。

２年前のユキちゃん（左）とメイちゃん（右）

こんなに大きくなりました 週末は子どもたちに大人気の２頭です

こだま館のユキちゃんとメイちゃんが
２周年を迎えました



憩いの
　   広場 　「憩いの広場」では管内の

組合員さんがお持ちの趣味に
ついてご紹介します。�

JA埼玉ひびきの
LINE公式アカウント

直売所情報は
 こちらから
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　本庄市児玉町下真下にお住いの米沢さんのご趣味はオーディ
オ機器の収集と改良です。橋梁メーカーに勤められていて、坂
東大橋の工事にも携わったという米沢さん。定年後にも何か取
り組めるものと考えた時に学生時代に楽しんでいたオーディオ
を再開しようと思い、50代後半から収集するようになりまし
た。当初は８インチから12インチのビンテージのフルレンジ
スピーカーを収集していたとのこと。アメリカ産のスピーカー
はジャズに合う分かりやすい音を出す一方で、フランス産の音
にはラテン調の華やかさがあり、ドイツ産の音は正確でやや堅
苦しさがあるなど、再生音に産地のお国柄が出るところがビン

テージスピーカーの面白さだそうです。
　より深く嗜むようになった現在は４インチから８インチの
スピーカーを、周波数を測定するなどして音質の改良をし
「彩

さい
球
たま
オーディオ倶楽部」の発表会に出品しています。

　ご趣味を持っていて良かったことについて伺うと「オー
ディオを通して新しいひとたちとの交流の輪を作ることが出
来ました。また、仕事を引退してからも夢中になって取り組
めるものを持てたことが良かったと思います」とお話しして
くださいました。

大人からこどもまで大人気　いちご
　２月から３月はいちごが旬の季節です。最近では埼
玉県産のオリジナルブランドで、練乳いらずといわれ
るほど際立つ甘さが特徴の「あまりん」が人気です。
また、同じく県オリジナルの新品種「べにたま」も、
昨年12月の「第３回クリスマスいちご選手権」で最
高金賞をはじめとした多くの賞を受賞するなど注目を
集めています。
　また、大粒でジューシーな「やよいひめ」も根強い
人気のある品種です。
　ＪＡでは２月から３月にかけて
管内の各直売所で「いちご祭り」
を開催しています。上記をはじめ、

豊富な種類のいちごを取り揃えております。
毎年開店前から行列の出来る人気イベント
ですので、ぜひお早めにお越しください。

米
よ ね

 沢
ざ わ

　 清
きよし

さん（77）

ご自慢のスピーカーはとても素敵な音を響かせていました

米沢さんのスピーカーコレクション

旬を迎えたあまりん
ヘタの周りまで赤いのが食べ頃のサイン
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ふれあい委員会からのご意見・ご要望とJAの回答についてふれあい委員会からのご意見・ご要望とJAの回答について

　JAでは地区の実情や今後の経営課題についての組合員の声に耳を傾けるため、毎年１回以上地区別に「ふれあい委員会」
（役員・JA組織代表者等で構成する支店運営委員会）を開催して、参加者からJAへの意見・要望を募っております。
　今年度も12月に各地区で開催されたふれあい委員会の中で、組合員対策やJA組織等について様々なご意見をいただき
ました。下記の通りにそれらの一部を抜粋して、JAの回答とともにご紹介させていただきます。

意見・要望①
（上里地区）

　自分の地区は農家を継いでいる人がいないし、交流も地域のお祭りくらいである。そのため農家組合長の受
け手もいないのが現状である。

ＪＡの回答①
　他地区でも同様の問題を抱えています。新規就農者への対応はＪＡと行政が連携してバックアップを行いま
すが、後継者不足については一つの地区だけでなく上里地区全体で検討する必要があります。地域交流につい
ては、直売所が核となり地域の方々に足を運んでいただき盛り上げていきたいと考えています。委員の方々に
も地域交流ができるイベント内容を考えていただければと思います。

意見・要望③
（美里地区） 　農家の高齢化や跡継ぎ不足が深刻だが、若い世代の新規就農者支援についてJAはどのように考えているのか。

ＪＡの回答③
　新規就農者の減少、農業者の高齢化は日本農業の大きな課題です。新規就農者が増えない理由は所得を上げ
るのが難しいことや初期投資が大きいことです。ＴＡＣも訪問活動をしていますが作付け等の指導が中心であ
り、今後は行政と連携した、地域全体での新規就農者へのバックアップが必要であると考えます。また、ひび
きのファームの設立した目的の一つは新規就農者育成であり、現在までに２名が地域で就農しています。

意見・要望②
（美里地区）

　JA職員がもっと農家を訪問しなければ、農家とJAが顔を合わせる機会がなくなり、繋がりがなくなって
しまうのではないか。

ＪＡの回答② 　毎月第２土曜日を外務デーとして、職員が組合員のお宅を訪問しています。ＪＡは地域の活性化を目指して
いますので、外務デー等で今まで以上に多くの方と顔を合わせるよう職員に周知いたします。

地域貢献・組合員対策に関する意見・要望

意見・要望④
（本庄地区）

　役員改選に向けて女性理事の増加や定年変更に関する話があったが、青年理事は10年20年先のＪＡを担う
人間だと思うので、青年理事枠も増やしていただきたい。また、理事会を公開して見学する機会がもらえれば、
よりＪＡに興味が湧くのではないかと思う。

ＪＡの回答④
　定款では理事数30名以内とされており、その人数の中で女性理事枠の見直しを行いました。青年部からは青
年理事２名の選出をお願いしていますが、意欲があれば青年理事枠に限らず地区枠での選出も可能です。また、
理事会の見学はできませんが議事録は公開していますので、議事録で理事会内容を確認することも可能です。

意見・要望⑥
（上里地区）

　JAには女性部活動の理解、バックアップをしていただき感謝している。会員約80名で70歳以上の会員が
多いなか、会員同士の協力や工夫で若いころと同じような活動ができている。地域のお祭りへの参加や、JA
のイベントである「ちゃぐりんフェスタ」等に参加し、地域住民や小学生とのふれあいがとても有意義であり、
世代を超えた交流は大切であることが実感できた。

ＪＡの回答⑥
　日頃より、JA事業へのご理解・ご協力ありがとうございます。他地区においても、女性部の高齢化や若年
層への参加の声掛けが難しいとの意見が出ております。いただいた意見にある「会員同士の協力や工夫で活動
を盛り上げていく」ことは大変すばらしいことです。今後もJAと女性部が協力し、会員の強化を図り、地域
交流の懸け橋となるよう取り組んで参ります。

意見・要望⑤
（児玉地区）

　若年層が少なく近所以外の交流も少ないため、女性部を増やすための声掛けができない状況であり、一番の
課題である。

ＪＡの回答⑤
　児玉地区では女性部員募集のチラシを１月～３月の外務デーで配布し募集を行います。また、今後は地区ご
とに発行している「ひびきのだより」に女性部活動等を掲載してＰＲができるよう関係部署と検討してまいり
ます。

ＪＡ組織に関する主な意見・要望

意見・要望⑦
（美里地区）

　7/10の管内の大雨（雹）により青年部会員が被害を受けたが、行政も含めて収入保険で対応との返答であっ
た。今後の気候変動による被害が想定されるなか、その都度協議するのではなく、JAで被害対策支援策とし
てパッケージを示してもらいたい。

ＪＡの回答⑦
　支援策パッケージとは、自然災害による被害に対し、被災直後から営業再開まで切れ目なく支援する施策で
あり、損失補填・復旧支援・再生産支援・経営支援等があります。生産者の営農継続のためには必要な施策と
考えますが、基準や財源等も含め慎重な協議が必要です。今後、行政との連携も含めて検討させていただきます。

そ　　の　　他
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1
月
17
日
、
こ
だ
ま
館
直
売
所
で
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
。
同
直
売
所
の
生
産
者
部
会
に

よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
昨
年
に
続
き
2
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
臼
と
杵
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
を
五
十
嵐
組
合
長
が
実
演
し
、
途
中
か
ら
子
ど
も
た

ち
も
加
わ
っ
て
大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に
お
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
お
も
ち
は

餡
子
や
き
な
こ
な
ど
で
味
付
け
し
て
来
店
者
に
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
日
に
児

玉
地
区
青
壮
年
部
が

同
直
売
所
内
に
屋
台

を
出
し
、
焼
き
そ
ば

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

の
販
売
と
お
菓
子
の

す
く
い
取
り
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
埼
玉
県
牛
枝
肉
共
進
会
で
、
神
川
町
新
里
の
㈱
ト
ラ

ジ
・
フ
ァ
ー
ム
が
出
品
さ
れ
た
枝
肉
が
名
誉
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
の
は
同
社
で
生
ま
れ
た
自
家
産
の
牛
で
、
枝
肉
は
総
重
量
５
９
４
キ

ロ
に
及
び
、
霜
降
り
度
合
い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
等
級
は
12
段
階
中
の
12
の
評
価
、
そ

の
他
数
値
は
ロ
ー
ス
芯
が
１
１
６
、
バ
ラ
10･

５
、
皮
下
脂
肪
１･

５
、
歩
留
82
・
７
、

肉
質
は
Ａ

－

５
ラ
ン
ク
の
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
賞
に
あ
た
っ
て
村
松
さ
ん

は
「
事
業
を
は
じ
め
て
10
年
目

の
節
目
に
賞
を
頂
け
た
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
助
言
や

指
導
を
く
だ
さ
っ
た
先
輩
ら
地

元
の
畜
産
関
係
の
方
々
と
、
事

業
に
貢
献
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ

フ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
12
月
25
日
、
児
玉
支
店
２
Ｆ
会
議
室
で
年
末
恒
例
の
し
め
縄
作
り
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
地
区
の
ふ
れ
あ
い
委
員
会
を
中
心
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
催
し
で
、

今
年
も
同
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
の
田
島
正
澄
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
お
正
月
に
飾
る

し
め
縄
飾
り
の
作
り
方

を
指
導
し
ま
し
た
。
ふ

れ
あ
い
委
員
メ
ン
バ
ー

や
同
地
区
女
性
部
員
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
が
参
加

し
て
、
田
島
さ
ん
や
常

連
の
参
加
者
に
教
わ
り

な
が
ら
、
立
派
な
し
め

縄
飾
り
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

し
め
縄
作
り
教
室
が

　
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
児
玉
地
区
）

㈱
ト
ラ
ジ
・
フ
ァ
ー
ム

　
第
４
回
牛
枝
肉
共
進
会
で
名
誉
賞
受
賞
‼

しめ縄作り教室の様子

名誉賞を受賞した
㈱トラジ・ファームの村松剛

ごう

さん

良い年を迎える準備が出来ました

新
春
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
（
こ
だ
ま
館
）もちつき大会の様子

青壮年部による屋台も大好評でした

j
j

j
j

j
j

j
j

j
j

j
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j
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全
国
Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

　
12
月
15
日
に
上
里
町
立
神
保
原
小
学
校
に
て
第
69
回

全
国
Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
同
校
６
年
生
の
木
村
志
穂
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
木
村
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
組
合
長
賞
と
銀

賞
を
受
賞
。
Ｊ
Ａ
の
岩
田
義
雪
専
務
よ
り
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
あ
た
っ

て
木
村
さ
ん
が
練
習
に
費
や
し
た
用
紙
は
６
５
４
枚
に

及
び
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
は
ご
家
族
で
見
に
行
っ
た
北

陸
の
海
か
ら
得
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
「
生

命
の
源
」
の
字
を
書
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
受
賞
に
あ
た
っ
て
木
村
さ
ん
は
「
全
国
展
に
行
け
な

か
っ
た
の
は
悔
し
い
け
ど
、
賞
を
も
ら
え
た
こ
と
は
う

れ
し
い
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
、
同
校
の
菅
原
美
喜
夫
教
頭
先
生
は
「
コ
ツ
コ
ツ
と

努
力
を
積
み
重
ね
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
よ
り
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

左からJA岩田専務、担任の杉﨑先生、受賞した木村志穂さんと父 宏
こう

祐
すけ

さん

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj



生き活き ＷOMEN 女性部
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　12月に各地区の女性部がガーデニング教室とフラワーアレンジメント教室を開催。お正月を彩るコンテ
ナガーデンとフラワーアレンジメントの製作に取り組みました。
　「㈲スリーフラワー」の冨田典子代表を講師として迎え、美里・神川地区女性部は万両を芯に、ヒヤシン
スやアリッサムなど優しい香りの花をコンテナに飾りました。本庄・上里・児玉地区女性部は若松、千両、
３色の菊などのお正月らしい花に、デンファレやアナスタシアなどを組み合わせて色鮮やかなフラワーア
レンジメントを完成させました。

　12月４日、児玉地区女性部（杉山ヨシ
子部長）が横浜への日帰り研修旅行を開
催しました。一行は午前中に国指定の重
要文化財「氷川丸」を見学した後に、横
浜中華街で昼食とお買い物を楽しみました。午後は
赤レンガ倉庫を散策した後に、横浜港でのクルージ
ングを体験しました。

上里地区女性部（12月25日）

児玉地区女性部（12月26日）

神川地区女性部（12月17日）

本庄地区女性部（12月26日）

美里地区女性部（12月10日）

各地区女性部がコンテナガーデンとフラワーアレンジメント教室を開催しました

　１月21日、神川地区女性部（松本由紀
子部長）が日帰り研修旅行を開催。午前
中に神川ライスセンターに集合し、バス
で両国国技館を訪れた一行は大相撲の１
月場所を観覧しました。２階席から観覧した参加者
たちは途中でお弁当を食べながら、力士たちの迫力
のある取り組みを最後まで楽しみました。

児玉地区女性部日帰り研修旅行
～氷川丸と横浜港クルーズ～

神川地区女性部日帰り研修旅行
～両国国技館で大相撲を観覧しました～

両国国技館を訪れた皆さん 旅行を楽しんだ皆さん



生き活き ＷOMEN 女性部
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　１月20日、ＪＡ本店調理室にて３回目
となる家の光クラブを開催。今回はエー
コープの「あげらく天」を使ったトル
ティーヤや「むしパンミックス」を使っ
たおさつどら焼き作りなどに挑戦しまし
た。参加者たち
は講師を務めた
星野物産㈱の岡
崎係長の指導に
従って、楽しく
料理に取り組み
ました。料理の
後 に は Ｊ Ａ 職
員による「家の
光」の読み聞か
せも行われまし
た。

　１日目　３月17日㈫
　　　　　午後１時30分～午後４時頃まで
　２日目　３月18日㈬
　　　　　午前10時～午後４時頃まで
　３日目　３月19日㈭
　　　　　午前９時～正午頃まで

日　時

ＪＡ埼玉ひびきの　本店１Ｆ　調理室場　所
先着10名（定員になり次第締切）募集人数

⃝エプロン　⃝三角巾
⃝マスク　　⃝手拭きタオル
⃝味噌樽（漬物容器10型）

持ち物

ＪＡ埼玉ひびきの
営農販売課：清水  ☎0495-24-7721

３月17・18・19日の３日間

ちゃれんじ教室《味噌づくり》募集 第３回家の光クラブを開催
～トルティーヤやどら焼き作りに挑戦しました～

参加費

※約６㎏前後の味噌をお持ち帰りとなります。
　味噌樽は最終日までにご用意ください。

お問い合わせ先

3,800円（税込）
＊�１日目に現金でお支払い

ください。

楽しくお料理が出来ました

完成したお料理▶

　毎年恒例の味噌作り教室が12月から始まりまし
た。12月９日から19日にかけて旭多目的センターで
本庄地区女性部（金井清子部長）が、１月６日から
26日にかけてはJA本店調理室にて神川地区女性
部（松本由紀子部長）が、１月26日からは児玉地
区女性部（杉山ヨシ子部長）が味噌作りに取り組み
ました。他の地区の女性部も順次教室を開催し、部
員たちが自らの手で一から仕込んだ安心安全の美味
しい味噌を作ります。

神川地区女性部 児玉地区女性部

本庄地区女性部

恒例の味噌作り教室を開催（本庄・神川・児玉地区女性部）



【問い合わせ】埼玉県本庄農林振興センター農業支援部　 TEL 0495−22−3116

　営農
技術情報
　営農
技術情報
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暖候期に向けたいちごの栽培管理について

施設野菜の土壌病害虫対策

　いちごは２月下旬頃からの気温上昇に伴い、急激な株の生育、果実の成熟日数の短縮等による糖度の
低下が起こりやすくなります。また、気温・日射の上昇は、糖度低下以外にも果実の過熟や果皮のヤケを招きます。春先
以降も品質の高いいちごを生産するために、ハウスの適切な環境管理が重要となります。

〇適切ないちごの生育環境
　いちごは冷涼な気候を好み、地上部の生育適温は20℃～25℃です。また、いちごの光飽和度は20,000～30,000lxです。
過度な光は、果実の温度上昇を招き、果皮のヤケ・傷みの発生に繋がるので注意しましょう。

〇栽培管理方法
　暖候期は外からの空気流入だけでは十分な気温の低下が望めないため、早い時間からの開口部の開放が効果的です。ハ
ウス内の空気を循環させるため、循環扇の活用もおすすめです。また、埼玉県では３月以降の光が多く、日中に遮光して
も十分な光を得ることができます。東西畝であれば南側に、南北畝であれば西側に遮光資材を設置し、日中のハウス内
の昇温を抑制しましょう（写真参照）。遮光する時間は昼頃から夕方までが目安ですが、ハウス内の温度を確かめた上で、
遮光資材を開閉するようにしてください。
　収穫については、日中を避け、果実温度が低い早朝に行いましょう。収穫したいちごは速やかに予冷庫に搬入し、鮮度
を維持するようにしましょう。

　施設野菜であるトマト、きゅうり、いちごでは連作障害の影響を受けてネコブセンチュウや青枯病、萎黄病等の土壌病
害虫の被害が問題となっています。そこで当地域では、施設内の機器の遮熱対策をした上で、下記の資材を利用した深層
まで消毒可能な土壌還元消毒が実施されています。

〇土壌還元消毒とは
　この消毒方法は化学農薬を使用せずに微生物のエサとなる資材を投入することで土着の
微生物群を増殖させ、還元状態を作り土壌病害虫の活動を抑制するというものです。従来
の米ぬかやふすま等を用いた方法では作土層20～30cmまでの消毒効果となるため深層に
分布する土壌病害虫対策に課題がありました。そこで糖含有珪藻土、糖蜜吸着資材または
低濃度エタノール資材を利用することで作土層60cm程度まで消毒が可能となっています。

〇事前準備
①ほ場内に残っている残渣（茎葉や根）は、可能な限り除去をします。
②消毒ムラを無くすために土壌が細かくなるように耕起し、均平にします。

〇処理方法
①処理開始日は天気予報で晴天が３日間続く日に行います。
　※糖含有珪藻土または糖蜜吸着資材を用いる場合は、予め土壌へ散布、混和をしておきます。
②�かん水チューブを地表面が湛水状態になるような間隔（60～100cm）で設置し、ほ場が空気

に触れないよう透明フィルムで丁寧に被覆をします。
③湛水状態になるまでかん水をします。
　※�低濃度アルコール資材を用いる場合は、前日に事前かん水を行い、③と同時に資材を希釈

投入します。
④施設の開口部を密閉状態にし、地温の確保を行います。
⑤平均地温30℃以上で３週間以上継続したのち消毒を終了させます。
⑥被覆を剥がし土壌を乾燥させ、よく耕転し土壌を酸化状態へ戻します。

30℃

18℃

写真：遮光資材被覆の有無による熱画像の比較
（４月上旬14時に撮影、遮光開始11時）
左：遮光区、右：無遮光区

糖含有珪藻土 糖蜜吸着資材

低濃度エタノール資材

�被覆の繋ぎ目を張り合わせる

処理中の様子



「こういった場合はどうなの？」など、皆さまからのご質問（具体的でなくて結構です）にもお答えいたします。
別添のクイズ解答用紙にご質問内容をご記入いただきお送りください。

ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享
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借地上の建物の収去費用は誰の負担？
建物買取請求権で対抗

親の介護は寄与分になる？
客観的に日常生活にも介護が必要な期間

　私の父Ａは、40年前に地主Ｂから土地を賃借して木造建物を建築し居住し
ていましたが、３年前に死亡しました。私は別に住居を構えており、父死

亡後、借地上の建物は空き家です。最近、地主から私に対して、借地期間が間もなく満
了するが契約の更新は拒絶するので、借地上の建物を収去して土地を明け渡せ、という
通知書が届きました。明渡しに異存はありませんが、建物収去費用を私が負担すべきで
しょうか？

　

借
地
人
は
、
借
地
契
約
に
基
づ
い

て
、
借
地
上
に
建
物
を
建
築
し
、
所

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
借
地

契
約
が
終
了
し
た
と
き
に
は
、
借
地

人
が
費
用
を
負
担
し
て
借
地
上
の
建
物
を
収
去
し

て
土
地
を
原
状
に
復
し
た
上
で
土
地
を
地
主
に
明

け
渡
す
義
務
が
あ
り
ま
す
（
原
状
回
復
義
務　

民

法
６
１
６
条
）。

　

し
か
し
、
借
地
借
家
法
は
、
民
法
の
特
別
法
と

し
て
、
借
地
人
に
対
し
、
借
地
人
が
地
主
か
ら
借

地
期
間
満
了
を
理
由
と
し
て
土
地
明
渡
請
求
さ
れ

た
場
合
、
借
地
人
が
建
物
や
そ
の
他
土
地
に
附
属

さ
せ
た
物
を
、
地
主
が
時
価
で
買
い
取
る
べ
き
こ

と
を
地
主
に
請
求
す
る
権
利
を
認
め
ま
し
た
（
建

物
買
取
請
求
権
、
借
地
借
家
法
13
条
）。
こ
の
建
物

買
取
請
求
権
は
、
借
地
人
か
ら
地
主
に
対
す
る
一

方
的
な
意
思
表
示
に
よ
っ
て
建
物
売
買
契
約
が
成

立
し
、
建
物
の
所
有
権
が
地
主
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
父
の
相
続
人
で
あ
る

あ
な
た
は
、
地
主
Ｂ
に
対
し
て
建
物
買
取
請
求
権

を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
物
の
収
去
費
用
を

自
ら
負
担
す
る
こ
と
な
く
（
地
主
の
負
担
）、
土
地

の
明
け
渡
し
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
建
物
買
取
請
求
権
は
、
本
件
の
よ
う

に
借
地
期
間
の
満
了
を
理
由
と
し
て
借
地
契
約
が

終
了
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地

代
不
払
等
借
地
人
の
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
て

借
地
契
約
が
解
除
さ
れ
る
場
合
に
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
不
誠
実
な
借
地
人
の
利
益
の
た
め
に
認
め

ら
れ
る
制
度
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

Ｑ1

　母は脳梗塞等の後、歩行や起き上がりが難しくなりましたが、介護保険サー
ビスをほぼ利用せず、同居の私が着替えや排泄の介助、通院の付き添いなど

を続けました。兄は別居で全く関わりませんでした。母が亡くなり相続人は兄と私ですが、
私はこれまでの介護を「寄与分」として評価してほしいです。親の介護は寄与分として
どこまで認められ、どのように評価されるのでしょうか。

　
寄
与
分
の
制
度
は
、
被
相
続

人
の
財
産
維
持
に
「
特
別
の
寄

与
」
を
し
て
被
相
続
人
の
財
産

を
維
持
又
は
増
加
さ
せ
た
額
を

「
寄
与
分
」
と
し
て
遺
産
か
ら

控
除
し
、
そ
の
相
続
人
に
加
算
す
る
仕
組
み

で
す
（
民
法
９
０
４
条
の
２
）。「
特
別
の
」

で
す
か
ら
親
子
の
通
常
の
扶
養
の
範
囲
を
超

え
る
程
度
、
ま
た
「
被
相
続
人
の
財
産
を
維

持
又
は
増
加
」
で
す
か
ら
無
償
で
介
護
し
た

こ
と
が
必
要
で
す
。
寄
与
分
は
、
相
続
人
間

の
合
意
か
、
合
意
で
き
な
け
れ
ば
家
庭
裁
判

所
が
決
め
ま
す
。

　

判
例
（
東
京
高
決
令
和
５
年
11
月
28
日
）

は
、
子
が
母
と
同
居
し
て
８
年
間
、
食
事
・

入
浴
・
排
泄
介
助
を
続
け
て
い
て
も
、
母
が

歩
行
器
で
ト
イ
レ
へ
行
く
な
ど
、
一
定
程
度

自
力
で
生
活
で
き
て
い
た
時
期
は
「
特
別
の

寄
与
」
と
は
認
め
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
を

使
用
し
て
ベ
ッ
ド
横
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

へ
の
移
動
も
介
助
が
必
要
に
な
り
、
着
替
え

や
排
泄
を
全
て
介
助
し
て
い
た
約
80
日
間
だ

け
を
特
別
の
寄
与
と
し
ま
し
た
。
寄
与
分
の

額
は
、
寄
与
の
日
数
、
訪
問
介
護
報
酬
な
ど

を
参
考
に
し
た
１
日
あ
た
り
の
額
に
家
族
介

護
の
調
整
率
を
掛
け
て
算
定
さ
れ
、
約
37
万

円
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
与
分
は
「
ど
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
か
」

と
の
主
観
で
は
な
く
、「
い
つ
か
ら
ど
の
程

度
の
介
護
が
必
要
だ
っ
た
か
」
と
い
う
客
観

的
状
況
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
日
常
生
活
に
も

介
護
が
必
要
な
期
間
、
プ
ロ
の
費
用
を
若
干

減
額
し
た
額
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

Ｑ2

　Ａ2

Ａ1
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JA埼玉ひびきの連合女性部
令和７年度
（第７回）
令和７年度
（第７回）女性部まつり女性部まつり
2026年 午前11時～午後３時頃

場所：JA本店
　　　１階ひびきのホール３月25日（水）

主催：JA埼玉ひびきの連合女性部　　後援：JA埼玉ひびきの
お問合せ先：営農販売課　☎0495-24-7721

フードバンクに寄付する食品を募集しています。
ご自宅に眠っている食品（未開封：賞味期限３カ月以上）が
ございましたらお持ちください。
例：米、乾麺、缶詰、インスタント食品、レトルト食品　他

～食品寄付のお願い～

バザーバザー

ステージ
　発表
ステージ
　発表

ワーク
ショップ
ワーク
ショップ

作品展示作品展示

防災講習防災講習
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お問合せ先：JA埼玉ひびきの　　催事相談センター：0495-24-7760

JAのペット火葬JAのペット火葬
まごごろを込めたセレモニーで
愛する家族との最後の思い出を

年中無休２４時間
ご対応可能

ご住職の読経
葬　儀

移動火葬車による
訪問火葬サービス

ペットが亡くなられたら・・・まずは「ペット火葬専門ダイヤル」までご連絡ください。

深夜・早朝・土日祝日もOK! ご遠慮なくご連絡ください。
0120-675-200

おトク情報やイベント情報をお届けします

３月９日㈪
午後1時30分から
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＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

春の兆し

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「春
は る  ら ん  ま ん

爛漫」
　３月から４月は桜をは

じめ、いろんな花が咲き

誇る季節です。春に咲く

花にちなんだ皆様からの

お便りをお待ちしており

ます。

●４月号のテーマ●

もりりんさん
編 雪解けとともに顔を出した「フキノトウ」でしょうか。
暖かい春を迎える喜びが伝わってきますね。

★
先
日
、
梅
の
剪
定
を
し
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
も
蕾
が
か
わ
い
い
の
で
花
瓶
に
さ
し

て
み
ま
し
た
。
玄
関
に
ほ
ん
の
り
香
り
が

す
る
の
で
、
蕾
だ
っ
た
の
が
七
分
咲
き
に

な
り
、
ホ
ッ
と
!!
ま
だ
ま
だ
外
は
寒
い
の

に
玄
関
は
春
が
来
た
様
で
す
。

�

の
り
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

一
足
先
に
春
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

て
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
梅
の
木
を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

編 ★
４
月
か
ら
孫
が
３
年
生
に
な
り
ま
す
。

小
さ
い
小
さ
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
も
う
３
年
生
で
す
。
早
い
も
の
で

す
。
私
た
ち
も
年
取
っ
て
孫
が
大
き
く
な

る
の
が
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

�

ユ
ー
ミ
ン
さ
ん

★
冷
た
い
空
気
で
も
、
モ
ク
レ
ン
の
木
は

着
々
と
芽
を
出
し
春
に
向
か
い
準
備
し
て

い
ま
す
。
毎
年
咲
い
て
く
れ
る
矢
車
草
は

た
く
さ
ん
葉
を
伸
ば
し
春
を
待
っ
て
い
ま

す
。
紫
色
、
ピ
ン
ク
色
、
白
色
な
ど
群
生

す
る
と
、
と
て
も
可
愛
い
で
す
。
春
と
秋

が
短
い
よ
う
な
気
象
で
す
が
、
季
節
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
植
物
た
ち
を
い
と
お
し
く

思
い
ま
す
。�

ブ
ラ
ッ
ク
25
さ
ん

　

 

名
所
で
見
ら
れ
る
絶
景
も
良
い
で
す

が
、
身
近
に
あ
る
自
然
が
見
せ
て
く
れ
る

景
色
に
は
ま
た
違
っ
た
特
別
感
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。

編

　

 

新
た
な
学
年
の
は
じ
ま
り
で
も
あ
る

春
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
一
番
感
じ

る
時
期
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

編

　

 

明
る
く
色
づ
い
た
草
花
や
元
気
に
動

き
回
る
動
物
た
ち
か
ら
、
春
が
来
て
身
近

な
自
然
が
活
気
づ
い
て
い
る
様
子
が
良
く

わ
か
り
ま
す
ね
。

編
　

 

暑
す
ぎ
ず
、
寒
す
ぎ
な
い
一
番
快
適

な
陽
気
の
中
、
私
な
ど
朝
ど
こ
ろ
か
昼
間

も
つ
い
寝
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

編

リスさんMuuさん

　

 

つ
く
し
が
教
え
て
く
れ
る
春
の
兆
し

に
、
モ
グ
ラ
さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る

様
子
が
と
て
も
良
い
で
す
ね
。

編

あやちゃん
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出題：ニコリ

応募締切：３月13日㈮必着

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｄの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

☆ヒント☆
受験生の悲願

❶節分にまるかぶりします
❷働き者のイメージがある昆虫
❸羽根つきに使う道具
❹保育園の――に手編みの帽子を出品した
❻張り上げたりひそめたり
❾強い風に雪が舞います
❿作業機をけん引してさまざまな農作業をこなし
ます
⓫金太郎が担いでいるもの
⓭ドアをコン、コン
⓮魚へんに付と書く魚
⓰寒いとこりやすくなる人もいます

ヨ コ の カ ギ

タ テ の カ ギ
❷東京にある、昔は電気街、今はポップカルチャー
の街
❺はたきで払うもの
❼い草などで編んだ敷物
❽天井や空がある方向
❾長さの単位のひとつ。記号はft
⓫眠くなると下がってきます
⓬外湯めぐりで知られる兵庫県北部の温泉地
⓮鬼は外、――は内
⓯日本刀の手で握る部分
⓰すべては忘却の――だ
⓱チョコレートケーキの――をスマホで調べた

10
月
号
当
選
者

10
月
号
の
答
え

１
月
号
当
選
者

１
月
号
の
答
え

タマイレ
A B C D

サンガニチ
A B C D E

の
り
ち
や
ん

お

で

ん

ば

あ

ば

よ
っ
ち
ゃ
ん

春

隣

う
め
っ
子

ひ
で
ち
ゃ
ん

島
野
久
枝

小
林　

誠

じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
っ
ち
ゃ
ん

丸
橋
廣
策

ゆ
づ
ち
ゃ
ん

カ
キ
ツ
バ
タ

春

の

風

ソ

ラ

ひ

で

爺

田
端
松
雄

ち
ゅ
う
り
ん

米

寿

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え･

住
所･

氏
名
等
ご
記

入
の
上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届

け
く
だ
さ
い
。
下
記
住
所
へ
の
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

４
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表

い
た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
―
14
―
１　

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の

　
　
　
　
　
　
企
画
総
務
課  

ま
で

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
　
　
　

０
４
９
５
―
23
―
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、３
月
13
日
㈮
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　
皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情

報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の

掲
載
と
商
品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は

使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

公式ホームページからの解答も受付いたしま
す。お問い合わせフォームから「お問い合わ
せ内容」欄にクロスワードパズルの答え（匿
名希望の場合はペンネームも）を入力し、送
信してください。住所・電話番号は、必ず入
力してください。お送りいただいた解答に個
別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。
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告

理
事
会
報
告

協
議
事
項

⑴
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
特
別
貸
出
の
条

件
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑵
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
役
員
改
選
に
係
る
地
区
別
説
明
会
に
つ
い
て

⑶
ふ
れ
あ
い
委
員
会
で
の
意
見
要
望
に
つ
い
て

⑷
職
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
報
告
に
つ
い
て

⑸
令
和
７
年
度
12
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑹
有
価
証
券
に
係
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

⑺
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況
及

び
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
に
つ
い
て

⑻
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑼
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
令
和
７
年
度
12
月

末
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑽
令
和
７
年
度
12
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑾
そ
の
他

令
和
７
年
度
第
11
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日 

時
：
令
和
８
年
２
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分

場 

所
：
本
店
２
階　
役
員
会
議
室

告

理
事
会
報
告

1,612億3,681万円
241億5,810万円

2,584億0,607万円
47億0,743万円
33億5,678万円
20億4,213万円

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販 売 品 取 扱 高
購 買 品 取 扱 高
出 資 金 残 高

　 事業の概要
令和７年12月31日現在

令
和
８
年
１
月
28
日
㈬
開
催

令
和
７
年
12
月
24
日
㈬
開
催

協
議
事
項

⑴
第
29
回
総
代
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
案
）に

つ
い
て

⑵
役
員
改
選
等
に
係
る
地
区
別
説
明
会
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
当
組
合
の
有
価
証
券
対
応
に
係
る
今
後
の
対
応

（
案
）に
つ
い
て

⑶
ふ
れ
あ
い
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑷
令
和
７
年
度
11
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑸
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑹
冬
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

⑺
令
和
７
年
度
11
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑻
そ
の
他

令
和
７
年
度
第
10
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日 

時
：
令
和
８
年
１
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分

場 

所
：
本
店
２
階　
役
員
会
議
室

職員人事異動について

人事異動（新採用）
辞令交付　令和８年１月１日㈭

氏　名 新　任

髙田　洋輔 南部営農経済センター　係



発
行

人
：

代
表

理
事

組
合

長
 五

十
嵐

雅
樹

編
　

集
：

企
画

総
務

課
〒

367−
0030　

埼
玉

県
本

庄
市

早
稲

田
の

杜
1-14-1

TEL 0495（
24）7711   FAX 0495（

23）1718
発

行
所

埼
玉

ひ
び

き
の

農
業

協
同

組
合

令
和

８
年

２
月

令和７年12月１日

代表理事組合長　五十嵐　雅樹

　昨今、様々な金融犯罪が発生し、その手法や手口も巧妙かつ高度になっ

てきており、新聞等での報道を見て心配に感じておられる組合員・利用

者の方々も多いのではないかと思います。また、国際的に金融機関が取

り組まなければならない課題として、マネー・ローンダリングおよびテ

ロ資金供与対策（以下「マネロン対策」）の重要性が益々高まっています。

　マネロン・金融犯罪対策に取り組むことは信用事業を営む当組合の責

務でもあり、当組合では金融機関としての信頼性を確保するため、そし

て、お客様の大切な財産を金融犯罪からお守りするために、マネロン・

金融犯罪対策の取組みを重要な経営課題と位置づけて、一層力を入れて

取り組むことといたします。

　このたび、企画総務課、貯金為替課にマネロン・金融犯罪対策リー

ダーを設置し、組合全体としての取組みの定着化・高度化に向けて、職

員の先頭に立って取組みを進めてまいります。私を含め常勤理事もマネ

ロン・金融犯罪対策が組合内で徹底されるよう指揮のうえ、組合員・利

用者の方に安心して当組合を利用いただけるよう取り組んでまいります。

マネロン・金融犯罪対策への
取組強化について

　

１
月
は
春
の
よ
う
な
陽
気
の
後
に
最

強
寒
波
が
襲
来
す
る
な
ど
、
年
明
け

早
々
寒
暖
差
の
激
し
い
月
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
雨
が
降
ら
ず
乾

燥
し
た
天
気
が
続
い
て
い
ま
す
。
管
内

で
も
火
事
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
の
で

乾
燥
が
続
く
こ
の
時
期
、
火
の
お
取
り

扱
い
に
は
十
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。

　

誌
面
４
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
よ
う

に
今
年
の
１
月
で
、
シ
バ
ヤ
ギ
の
ユ
キ

ち
ゃ
ん
と
メ
イ
ち
ゃ
ん
が
こ
だ
ま
館
直

売
所
の
仲
間
と
な
っ
て
か
ら
丸
２
年
が

経
ち
ま
し
た
。
２
頭
が
同
直
売
所
の
マ

ス
コ
ッ
ト
と
し
て
定
着
し
、
利
用
者
の

皆
様
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
出
来
て
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
直
売
所
ス
タ
ッ
フ
と
生
産
者

の
皆
様
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
こ
の
度
も
10
月
号
・
１
月
号

で
読
者
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
便

り
・
イ
ラ
ス
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
ら
れ
た
こ
と
で
絵
が
不
鮮
明
と
な
り

掲
載
が
出
来
な
か
っ
た
イ
ラ
ス
ト
が
一

部
ご
ざ
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
描
い
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
の
で
、
原
本
を

郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
支

店
に
お
持
ち
よ
り
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。　

　

よ
り
良
い
広
報
誌
を
目
指
し
て
研
鑽

を
積
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

「
ひ
び
き
の
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
か
ん
た
ろ
う
）


